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新年のごあいさつ
（社）横浜市工業会連合会

会長　榎本　英雄

平成27年の年頭にあたって

平成２７年の年頭にあたり謹んで新春のご挨拶を申し上げます。
昨年暮れの安倍内閣による『不意打ち解散』は結果として国民の圧倒的な信任を得てアベノミクスの続行

がなされることとなりました。
この ２ 年間で株高、円安が進み大企業の製造業の復活が鮮明となり過去最高益が多くの企業で達成されて

おります。
今までの景気回復は大企業が回復してそのあと中小企業、地方の回復というモデルでしたがグローバル化

の進展で中小企業にはかえって円安で原材料費の高騰で厳しい昨今となっている企業もあるようです。
しかし私の会社がある工業団地では夜 ９ 時過ぎに会社を出ても近くの企業にはまだ煌々と明かりがついて

います。こういう風景を見るとやっと中小企業にも恩恵がきたのかと嬉しく思います。
今年は市工連の活性化のための勉強会の開催なども企画していますのでご支援をお願い致しますとともに、

横浜市には中小企業の潜在力を引き出すための更なる援助や海外の市場開拓の側面援助をぜひお願いしたい
と思います。

この一年、元気のある活力満点の市工連を目指して頑張りますので皆様のご協力を宜しくお願いします。

あけましておめでとうございます。この新しい年が皆様にとって、そして横浜市にとって明るく良い年に
なることを、心から願います。

今年も市民の皆様のため、そして横浜市の存在感を一層高めるために、力を注いでまいります。
新たな中期 ４ か年計画のもと、誰もが安心と希望を実感でき、「人も企業も輝く横浜」の実現に向けて、 

オール横浜で邁進してまいります。
まずは、市民の方の関心の高い災害対策を強化するとともに、経済活性化にも大きく寄与する都市基盤整備

をしっかりと進めてまいります。
地域経済の活性化なくして、横浜の発展は成し得ません。中小企業の皆様への支援はもちろん、国家戦略

特区における成長産業を発展させてまいります。
日本をリードする先駆的な挑戦、そして着実な施策の推進と成果の積み重ねが、横浜の実行力と発信力を

高めています。２0２0年オリンピック・パラリンピック東京大会の開催、更にはその先の未来を見据え、今年
も着実に歩みを進めてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。
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市工連創立30周年新年賀詞交歓会
市工連創立３0周年新年賀詞交換会は、平成２７年 １ 月 ９ 日（金）ホテル横浜ガーデン ４ 階アイリスの間にて

１４５人のご参加をいただき盛大に行われました。市工連は、昭和５９年 ３ 月に行政区を単位に設立された地域工
業会を会員とする横断的組織として設立され３0周年を迎えることができました。これも偏に関係各位のご支
援とご理解の賜物と心より感謝申し上げます。

賀詞交歓会では、「創立３0周年感謝状の贈呈」、「すぐれたアイディア表彰受賞者の表彰」が行われました。

３０周年感謝状贈呈
市工連創立２0年以降の１0年間、市工連の運営にご

尽力、或いはご協力頂いた方々（３１の個人・団体）
に感謝状をお送りしました。

 （行政区順・敬称略）
1 奈木　健二 鶴見区工業会
2 石川　建治 鶴見区工業会
3 松尾　文明 鶴見区工業会
4 小菅　光良 神奈川工業会
5 朝木　重道 神奈川工業会
6 岩井　徹太郎 神奈川工業会
7 佐々木俊輔 みなと工業会
8 井上　經基 みなと工業会
9 加藤　卓郎 みなと工業会
10 水野　嘉和 南工業会
11 斎藤　隆正 南工業会
12 笠原　節夫 港南区工業会
13 志村　洋一 港南区工業会
14 鈴木　清 港南区工業会
15 渡邉　安夫 横浜西部工業会
16 原田　隆晴 横浜西部工業会
17 松田　親明 横浜西部工業会
18 遠藤　昇 横浜西部工業会
19 山﨑　晃 磯子事業会
20 佐藤　日英雄 金沢区工業団体連絡会
21 大谷　公一 金沢区工業団体連絡会
22 貝道　和昭 金沢区工業団体連絡会
23 榎本　英雄 金沢区工業団体連絡会
24 松村　洋一 金沢区工業団体連絡会
25 杉谷　隆二 （一社）横浜北工業会
26 秋本　順生 （一社）横浜北工業会
27 佐藤　信夫 （一社）横浜北工業会
28 竹澤　勇 戸塚泉栄工業会
29 黒田　憲一 戸塚泉栄工業会
30 横浜信用金庫
31 株式会社横浜銀行

すぐれたアイディア表彰
市工連「第３１回すぐれたアイディア」の受彰者は

下表 ８ 名の方に決まりました。
いずれの提案も企業収益向上や体質改善につなが

る意欲的ですぐれた内容であり、参加された会員企
業及び関係諸団体の皆さんから称えられました。

 （企業名５0音順・敬称略）
企業名 氏　名 アイディアの名称

海洋電子工業㈱ 須藤　和彦 液 晶 ディスプレイの 
下方視認性の向上

海洋電子工業㈱ 高橋　督益 レーダ用マグネトロンの
エージング方法の改善

かがつう㈱ 川田　幸恵
見た目が蛍光灯と変わら
ない光のLED防犯灯
の開発

竹澤工業㈱ 栗原　慎也 熱交換器フレーム製 
缶工数低減

㈱鶴見精機 渡辺　和博 岩石コアサンプラー

㈱野毛電気工業 深見　英利
雨水の有効利用による
水資源の節水と社会的
貢献

㈱芙蓉ビデオ
エイジェンシー

関根　徹雄
TS伝送ARQシステム

生田目　洋
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第３２回ボウリング大会の開催
１0月１0日（金）に川崎グラウンドボウルで恒例のボウ

リング大会を開催。当日は１８社２６チーム７８人の参加
があり、 ２ 階２６レーンを貸切りで熱戦を繰りひろげま
した。 ２ ゲームの競技の結果、東洋製罐㈱横浜工場
チームがマイボウラー ２ 人のハンデ（ ２ ゲーム １ 人マ
イナス４0点）マイナス８0点があるにもかかわらず、チー
ム力を発揮し、見事に ４ 連覇を果たしました。

第 1 回「第 ３ 地区懇談会」の開催
１0月 ２ 日（木）にキリン横浜ビアビレッジ・レスト

ランビアポートにおいて第 １ 回「第 ３ 地区懇談会」
を開催しました。この地区懇談会は、一昨年１0月に
鶴見区工業会の地区制度を見直し後、第 ３ 地区が鶴
見区内四地区の先陣を切って開催したものであり、
当日は総勢２0社２５人の方にご参加いただき、交流を
深めました。

鶴見区工業会
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神奈川工業会
（神奈川区）

新委員会　始動開始
平成２６年度新たに改組発足した総務委員会、７0周年特別委員会、経営委員会、広報委員会、会員交流委員会、

会員拡大委員会の ５ 委員会と １ 特別委員会が総会で承認され早速、始動いたしました。
「総務、７0周年特別」委員会は田中

副会長、「経営、広報」委員会は桐ヶ谷
副会長、「会員交流、拡大」委員会は
岩澤副会長が担当、各委員長と連携し
て事業を推進しております。

●創立７０周年記念行事を挙行いたします。
当会は本年 ５ 月２９日（金）に７0周年記念行事を挙行

いたします。
平成２７年度の前半は準備や記念誌の作成も本格化

し、７0周年特別委員会を軸に各委員さんはさらに多
忙な状況となりそうです。

●京浜臨海部再生整備勉強会
　 ４ 月中旬に横浜市が進める「京浜臨海部再生整備
マスタープラン」及び地元の「東神奈川臨海部のま
ちづくり」について横浜市の担当部局より講演を頂
き、質疑応答を交えて勉強会を開催いたします

●見学会
　 ２ 月１７日（火）に昭和電工（株）川崎事業所KPR（プ
ラスチック　ケミカル　リサイクル）施設の見学会を
行います。

昭和電工（株）の新鋭設備であり、アンモニアを 
抽出する新技術てんこ盛りのプラントです。

見学後は「○○鍋」で意見交換会とします。

●神奈川臨海鉄道㈱横浜本牧駅見学会　 ３ 月1２日㈭
臨海鉄道というと一昔前までみなとみらい地区に

あった倉庫まで多数の引き込み線があって、ホテル
ニューグランドの前は山下公園高架線を貨物列車が
走る光景がありましたが、現在は一体どうなってい
るのか？　現地で迫力の見学会を予定しております。

●会員交流・会員拡大
さまざまなアプローチの中で、「会員のメリット」

とは？を自問しながら各委員会と連携して本年より
新たな企画が動き出しそうな…。

と、当会の本年前半年間のざっとした予定を記載
してみましたが、今後、さらに各委員会がエンジン
を噴かして行く予定です。

次の１0年に向かってさらに活気ある神奈川工業会
となるよう一同前進中です。

トピックス

パソコンの安全な操作講習会 暑気払い
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みなと工業会
（西区・中区）

［納涼事業］
～「高瀬舟」とオールディーズ～
適役俳優原口剛氏 1 人演じ「高瀬舟」（森鴎外作）
196０年代オールディーズで納涼を満喫！
　 ８ 月 ６ 日（水）１８時より、横浜国際ホテルにて４１名
の参加で開催。森鴎外名作「高瀬舟」を適役俳優原
口剛氏が熱演、第二部は「ザ・グリーンヒルズプラ
チナバンド」による、１９６0年代のオールディーズの
歌と演奏で納涼を満喫しました。

［平成２6年度経営者セミナー＆忘年会］
伝説の元ボクサーカシアス内藤氏をゲストに開催！
　１２月 ４ 日（木）１７時３0分より「大珍楼新館」において

「Ｅ＆Ｊカシアスジム」会長カシアス内藤氏ゲスト
に５２名の出席で開催しました。

［見学会］～㈱岡村製作所追浜事業所を見学～
独自の教育施設をもちロボットと手作業が両立した
ハイレベルの工場を見学＆Yokosuka軍港めぐり
　１0月 ２ 日（木）３２名の参加で、当会会員企業㈱岡村
製作所追浜事業所を見学、遊覧船にてYOKOSUKA
軍港めぐりを行い、横浜駅東口「味蕾亭」にて懇親
を深めました。

［平成２6年度前半の朝食会テーマ］
第２６４回　 ４ 月１５日（火） ｢２６年度経済局予算の特徴｣
第２６５回　 ５ 月２0日（火） ｢会員間の意見・情報交換」
第２６６回　 ６ 月１７日（火） ｢新しい事業の創造は連携で｣
第２６７回　 ７ 月１５日（火） ｢経営人生いろいろ｣
第２６８回　 ９ 月１６日（火） ｢ 神奈川県内景気の現況と 

今後の動向について」
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南工業会
（南　区）

港南区工業会主催ＢＢＱの会に参加
平成２６年 ８ 月２６日土曜日正午より小菅ヶ谷北公園

にて開催。当工業会にも声が掛り、石川副会長をは
じめ ３ 社 ５ 名及び山下事務局長の ６ 名が参加しまし
た。当日は残暑厳しい日ではありましたが、舞岡地
区の静かな森に囲まれたＢＢＱ場には家族づれの参
加もあり総勢６５名にて食べ・呑み盛大な懇親会とな
りました。稲村港南区工業会長様や主催の青年部の
皆様方と大いに盛り上がり、暑さも忘れるほど有意
義な懇親会となりました。文末となりましたがＢＢ
Ｑの準備・運営をいただいた青年部の皆様に御礼申
し上げます。ありがとうございました。

市工連主催のボーリング大会に参加
平成２６年１１月２６日金曜日１８

時３0分より、杉田ボーリング
場にて、恒例のボーリング大
会が開催されました。当工業
会からは株式会社カンザイ横
山社長の ３ 名 １ チームが出場

しました。当チームは女性チームで大会に花を添え
るような美人揃いのチーム編成です…。 ２ ゲーム終
了後の成績発表では、個人別では１７位、５0位、５１位
と期待を裏切らない結果でした。カンザイチームさ
んお疲れさまでした。

南工業会では平成２６年度の最後の行事として、 ３
月にボーリング大会の独自事業を計画しております。
今からでも遅くありません。練習を重ね上位入賞を
めざして下さい。会員の皆さん奮って参加下さい。

中島泰雄南区長行政に協力
中島区長は平成２６年 ４ 月に着任されています。今

般、区役所総務部地域振興より日頃の区内行政に協
力いただいているお礼と区内の経済状況・地域振興
の観点より、企業の経営者との面談を計画され、当
工業会に企業のご紹介依頼がありました。１１月下旬
から本年度末までに中島区長が公務多忙の中、直接
企業訪問を予定しています。当工業会では積極的に
ご協力してまいります。会員の企業様よろしくお願
いします。
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港南区工業会

バーベキューイベント
　１７年間にわたり会長職を務められた笠原会長から、
今年 ５ 月の総会で会長を引き継がれた稲村新会長に
なって初めての行事が、 ９ 月 ６ 日（土）、新しくでき
た小菅ヶ谷北公園にて、南工業会、戸塚泉栄工業会
の会員方にもご参加いただき、総勢５６名にて、バー
ベキューイベントを実施しました。当日は天候にも
恵まれ、赤ちゃんも一緒の家族揃ってのご参加の方
やお友達とご一緒の方等、楽しく １ 日を過ごす事が
できました。小菅ヶ谷北公園は舞岡公園の近くにあ
り、改めて身近に自然の残っている事を知る事がで
きました。

一泊研修旅行
　 ９ 月１９日～２0日、浜名湖かんざんじ温泉に会員２３
名で親睦旅行に行って参りました。行程の一部をご
紹介させて頂きます。初日には「浜松エアパーク」
にて航空機の操縦を疑似体験する事ができました。
スタジオの中とはいえ、あまりの迫力に圧倒された
方も多かったのではないでしょうか。

翌日は大井川鉄道ＳＬに乗車。昔乗った方は懐か
しく、初めての方も感激している様子が窺われまし
た。帰りのコースはお決
まりの焼津さかなセン
ターでお買い物、疲れの
中にも充実した ２ 日間を
過ごす事が出来た旅だっ
たと思います。

セミナー＆忘年会
年末に入り１２月 ２ 日（火）、京

急百貨店１0階バンケットルーム
にて、当会会員の石井弁護士講
師によるセミナーを開催。普段
あまり縁のない弁護士という仕
事の内容や、弁護士業界裏話を

聞かせて頂き、会員ならではのメリットを感じた次
第です。

講演後は新入会員 ５ 名様も含め、忘年会を行いま
した。セレモニーのないフランクな忘年会は ２ 時間
に渡り、談笑に花が咲きました。

今後の会のますますの活性化、発展を願います。
 （広報情報部　橋爪　重信）

近況ご報告
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横浜西部工業会
（保土ケ谷区・旭区・瀬谷区）

平成２６年度に実施した主な事業をご紹介します。

経営者セミナーを開催
　 ９ 月１７日（水）ＪＡ二俣川支店会議室で、「日本経
済のこれからと企業経営」と題して、経営評論家の
鈴木国彦氏から、マイナス成長が惹き起こす人口減
少社会での企業経営のあり方について、時代の変化
に挑戦する力と技、気力・体力・知力・実践力・コ
ミュニケーション力からなる「人間力」、品質管理、
作業効率アップへの取組み、 ５ Ｓ活動の実践、生き
残るために個別企業で取組むべき課題などの諸点に
わたって話を伺いました。

健康教養セミナーを開催
　１２月 ９ 日（火）ＪＡ二俣川支店会議室で、「命にか
かわる歯周病（歯周病と全身疾患とのかかわり）」を
テーマに、東京医科歯科大学歯周病学分野助教の青
山典生氏から、糖尿病、心疾患、皮質代謝異常、早
産、骨粗しょう症など様々な病気と関連、歯周病の
予防法、定期的健診の必要性などの話を伺いました。

雇用セミナーを開催
少子高齢化の急激な進展に伴う労働力不足への対

策として、 ６ 月２４日に内閣府から外国人労働者の受
入れ拡大方針が発表されたのを機会に、７ 月１６日（水）
ＪＡ二俣川支店会議室で、「外国人労働者の雇用と

外国人技能実習制度等」をテーマに、（公財）国際
人材育成機構理事藤川行江氏から話を伺いました。

日本の総人口・生産年齢人口の推移、今後深刻化
する労働力不足、外国人労働者への依存度、外国人
技能実習制度創設時の背景、法制度の変遷、現行の
技能実習制度の内容などを詳しく学びました。

親睦研修旅行
　１１月１１日（火）、富士山北口本宮富士浅間神社と 
河口湖もみじ回廊の旅を実施しました。

先ず、世界文化遺産登録構成資産の富士浅間神社
を訪ね、木造では国内最大という「大鳥居」、歴史
を感ずる隋神門、神楽殿、立派な拝殿、両脇に聳え
立つ杉の巨木など、厳かで見ごたえのある境内を見
学（参拝）しました。昼食は、富士山麓高原のレス
トランで、地ビールで喉を潤し食べ放題のランチで
談笑しました。河口湖では、川沿い両堤防に立ち並
ぶ大きな紅葉の木の真っ赤に紅葉した美しさに感動。
車窓からも、河口
湖畔沿いのあでや
かな紅葉を眺めら
れ、会員間の親睦
を大いに深めた楽
しい旅でした。
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磯子事業会
（磯子区）

今年度の磯子事業会の主な活動を紹介します。

平成２6年度　第4２回総会
　 ６ 月 ３ 日にホテル横浜ガーデンで総会を開催し、
第一部では平成２６年度事業計画・予算が審議・承認
され、第二部では日興テクノス株式会社　大澤弘樹
氏と山中能男氏が優良従業者市長表彰を受けました。
第三部では、防衛省海上自衛隊横須賀地方総監部援
護業務課の伊藤広道係長（ロンドンオリンピックレ
スリンググレコローマン監督）に「オリンピック監
督として」と題して講演
をいただき、第四部懇親
会は、磯子区役所をはじ
め市経済局、磯子警察署、
磯子消防署、市工連の皆
様、国会・県会・市会議
員の方々を来賓に迎え開
催しました。

施設見学会
　１0月２２日にマリーンシャトルによる港内クルーズ、
大黒ふ頭の港湾施設の見学会を行いました。マリー
ンシャトルでは普段あまり見ることがない海上から
横浜港を見ることができ、改めて横浜港の美しさを
感じることができました。また大黒ふ頭の港湾施設
では、コンテナターミナル内の荷役等を実際に見学
し、コンテナの基礎知識や貿易の流れ、先端の物流
現場の話を聞くことができ、貿易についての知見が
深められました。その後、東京スカイツリーと同じ

６３４ｍの全長がある国内最大規模の国際流通セン
ターの見学では、その桁違いの規模にみな驚いてお
りました。

事業人のつどい
会員相互の親睦と情報交換のため、「事業人のつ

どい」を１１月１８日、ＩＨＩゲストハウスにおいて開
催し、第一部では優良事業者会長表彰が行われ、東
京液化酸素株式会社の斎藤敏秋氏が、永年の設備改
善やヒヤリハット等の諸活動、部下の育成指導等に
おける多大な功績が認められ優良事業者会長賞を受
賞した。第二部では関口泰幸税理士事務所の関口先
生に「元気な会社」をテーマにご講演いただきました。

関口様からは３,000～４,000社の法人税調査等で得
られた、利益を出している会社、成長し続けている
会社、いわゆる「元気な会社」の特徴について、具
体的な事例を交えてお話し頂きました。関口様は「法
人は究極的には『人』です。」と締め括られ、改め
て『人』の重要性を再認識させられる講演となりま
した。参加者の皆さんも、普段伺うことができない
貴重なお話に興味深く耳を傾けておりました。
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金沢区工業団体連絡会
（金沢区）

（横浜市金沢団地協同組合）

環境改善の取り組み
金沢団地協同組合は、本年の活動方針として「環

境改善」を掲げ、狭い地域に異業種が混在する中、
相互の操業環境を守る活動に取り組んでおります。

本年度は、「環境問題改善プロジェクト」を立ち
上げ、抱えている環境問題を調査・分析し、問題点
を認識するとともに、鳥浜町全体で問題を解決・改
善していく方針を導出し体制を整えました。さらに、
横浜市の関係機関等の協力を得ながら、関連業者間
の自助的な努力を促す方策を検討し、計画的に実行
しております。

また、今年で ９ 年目を迎える、鳥浜工業団地内バ
ス通りの美化活動も、１１月に２0社の協力を得て、約
１ kmの１８0箇所の街路樹の下の花壇に、３５00本の草
花を植栽し、花が満開となる春を楽しみにしており
ます。今年から近隣の県立養護学校の生徒さんも活

動に参加してくれて、さらに活動の輪が広がりつつ
あります。

（金沢中央事業会）

今年度は、行事としては前年に引き続き、見学会
を ８ 月に、ボウリング大会を１１月に行いました。 ８
月の施設見学会は、海洋研究開発機構の横須賀本部
で、海洋探査船「しんかい７000」を見学、日本の高
度な深海探査船に触れることができました。

恒例のボウリング大会は昨年を上回る人数の参加で、
会員企業の親睦を大いにはかることができたと思い
ます。ただ、参加されるメンバーの平均年齢がかな
り上がっているので、いつも思うことは会の行事に
もっと若い人達に参加して欲しいということです。
 （事務局　井上）
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（一般社団法人　横浜金沢産業連絡協議会）

法人化へ移行
私たち横浜金沢産業連絡協議会は平成２６年 ３ 月２４

日、一般社団法人の登記を完了し、その後 ６ 月１９日
総会において「一般社団法人横浜金沢産業連絡協議
会」として新たな一歩を踏み出しました。

新団体の名称も組織体制も何も変わることはあり
ませんが、事業活動の場における団体の組織機能が
充実し、協議会の運営基盤が内外に信頼性を高める
ことで、従前よりさらに多様な事業へのとり組みが
可能となったことが、大きな意義のあるところです。

会員企業各位の積極的な事業参画を糧として、
各々の経営基盤の拡充をはかるとともに日本最大の
企業集積を誇る金沢臨海産業団地において、地域産
業の活性化を実現していきたいと思います。

グリーンバレー電力見える化：横浜市協働事業
　１0月パシフィコ横浜で行われたSmart City Week 
２0１４の横浜デイ（１0/２９）において、㈱アカサカテッ
クによる見える化事業の紹介プレゼンがありました。

「中小企業としての地域貢献活動のとり組み（グリー
ンバレー電力見える化を通して）」と題して、臨海
産業団地で地域が一丸となって進むべき方向性を考
えようと提言しています。

見える化事業は、本年度から ３ カ年計画で約１２0
社の電力事情を把握し、以後の省エネ対策に反映し
ようとするものです。

一方で、すでに共同受電など具体的に電力節減対
策を実現している協同組合もあり、ときあたかも電
力自由化のすう勢をまえに、各事業所の省エネ態勢
の構築がいそがれます。

２０14 PIAフェスタ：秋の祭典
恒例の秋の祭典PIAフェスタが、１0/２４（金）～

１0/２５（日）好天に恵まれ、 ２ 日間約 ８ 千人の来場を
得て賑々しく実施されました。安全祈願の神事に始
まり、ステージでの競演、親子で紙飛行機を飛ばす
イベント、八景島ペンギンくんの来場、ソフトボー
ル大会、消防署による防災展示等々、例年に増した
賑わいが演出されました。

PIAコンと称した婚活イベントには本年も男女
１２0人余が参加し、無事カップル成立１７組と昨年並
みの実績をあげて、企画運営にあたったシーサイド
フォーラム（若手経営者）担当も、事前準備に奔走
した肩の荷をおろしていたようです。

イベント全体の司会進行
を努めた春風亭一蔵さんが、
銀行前ロビーで即席演台に
のぼり、お客さんのご機嫌
伺いをつとめた一席も好評
でした。

PIAメッセ ２０15：春の企業交流会
（一社）産連協で第 ２ 回目の企業間交流会「PIA

メッセ」が、 ２ 月中旬に計画されています。
省エネ、CO ２ 削減、防災を主とした製品開発はも

とより、地産地消を視野に入れた技術開発交流など、
地域操業環境を活性化する集まりを企画しておりま
す。前回は２５企業と横浜市、大学など ５ 機関の参加
を得ましたが、今回も多くの事業所・機関に参加頂
けることを心待ちしているところです。
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（一社）横浜北工業会
（港北区・緑区・青葉区・都筑区）

会員企業への貢献を目指して
《平成２6年度事業の折り返し点での振り返り》
　１１月の理事会において、年度事業を検討実施する
５ つの事業委員会から実施状況の報告をするととも
に、１２月には同委員会を集中的に開催し、会員企業
への貢献のための今後の事業の在り方などを検討い
たしました。以下、主な実施状況と振り返りです。

1 　ボウリング大会（1０月1７日）
・   競技後、参加者の交流パーティができる会場に変更。
・  会費相償をやめ、工業会から必要経費を支出する。
＊ 参加した人たちが、企業を超えて定例的に練習し

ようなど、和気あい
あいとした雰囲気と
なり、女性参加者か
らも好評だった。

＊ チームワークで市工連
ボウリング大会優勝

２ 　先進工場の視察勉強会（1０月２1日）
・    中小企業の経営改善に役立つ実践的セミナーとして開催。
＊ リコー埼玉工場で、生産性の向上、従業員のモラール

の向上等の実践例の意見交換、その後の交流会は盛況。

３ 　ゴルフ大会（11月1２日）
・ 会員以外にも幅広く声をかける。
・ 参加費の低減も努力する。
＊過去最高の参加者

4 　慶應大学との医工連携（11月1３日）
・  慶應大学との医工連携を進めるために、横浜市経済

局のご支援をいただき研究会の立ち上げを目指していく。
＊ 意欲ある会員企業の掘り起し

5 　セミナー開催（11月２０日）
ＡＳＥＡＮ諸国の経済事情を学ぶ。

6 　経費の節減努力
（ １ ）経理規程の改正

・ 会計責任者を専務理事に改正
・ 月毎に決算し、正副会長に報告
・ 日常的な金銭処理を透明化

（ ２ ）入札方法の改善
・ 北工業会の会報
・ 工場視察バス借り上げ

（ ３ ）事務局経費の節減
・ リース契約の見直し
・ 不要経費の洗い出し
＊数十万円単位の節減を目指す。

７ 　今後の事業の方向性
・   従業員の参加するイベントを、若手会などとも連

携して、拡大を検討
・   年間を通じて交流会、セミナーを開催することを検討
・   工業会の活動への参加を、支部を通じて日常的に

行うことの検討
・   新規参加者へのホスピタリティ充実
・   予算制度の見直し
・   事業ごとの事業費を予算化　等

市工連大会優勝トロフィ授与

医工連携セミナー会場：慶応大学
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戸塚泉栄工業会
（戸塚区・泉区・栄区）

企業視察研修会（宮城県）
「被災地を忘れない」をテーマに１１月１４日から １

泊 ２ 日で宮城県を訪問した。参加者は黒田会長や竹
澤前会長などからなる総勢１４名である。

東北新幹線で仙台駅に到着後、貸切バスで移動を
始めた。最初の訪問先は東洋刃物(株)富谷工場であ
る。同社はKS磁石鋼で世界的に知られる本多光太
郎博士の提唱により大正１４年に設立され、来年には
創立９0周年を迎える。主力製品の鉄鋼用刃物をはじ
め、食肉・ダンボール・トイレットペーパー用の刃
物などを製造している。材料切断・熱処理・機械加
工工場を見学した。

次に訪問したのは昭和５５年設立のキョーユー(株)
本社・工場である。精密加工技術を核に創業時から
の情報家電事業に加えて、高付加価値市場である自
動車関連、さらには航空宇宙関連へと事業領域を広
げている。本年には航空宇宙品質マネジメント
AS９１00を取得した。「Keyはスピード」を合言葉に、
全工程を一貫生産し短納期を目指している。

今回訪問した ２ 社は業種が異なる製造業であるが、
ともに ５ Sを徹底していた。

宿泊は秋保（あきう）温泉である。千年の歴史を

誇る老舗旅館で夕食を頂いた後は、若手有志を中心
に夜遅くまで交流が続けられた。
　 ２ 日目は連続テレビ小説「マッサン」のモデルの
竹鶴政孝が余市に次いで建設したニッカウヰスキー
宮城峡蒸留所を訪ねた。モルトウイスキーに加えて
グレーンウイスキーも製造しており、味わい深いブ
レンデッドウイスキーを作っている。試飲を楽しん
だ後、松島に向かった。伊達正宗の菩提寺である瑞
巌寺の本堂は平成の大修理中で中には入れず、その

代わりに仮本堂（大書院）に安置してあるご本尊等
を拝観した。その後塩釜神社にお参りし、仙台駅よ
り帰途についた。

今回は企業訪問 ２ 社を含み仙台市周辺を ２ 日間移
動したが、バスガイドさんから東日本大震災の被害
の状況を詳しく聞き、道中ではその様子の一部を垣
間見ることができた。最後に今回の企業訪問では「み
やぎ工業会」からのご支援を得たことを報告し、紙
面にてお礼申し上げます。

キョーユー（株）にて

瑞巌寺大書院前



− 15 −

横浜青年経営者会
定例会 1
　 ６ 月２７日、正会員・OB会員、オブザーバーを含
め３0名あまりで『山手十番館』にてワインテイスティ
ングセミナーを開きました。カジュアルな雰囲気の
中、ソムリエよりワインの知識を享受しました。

家族親睦会
　 ７ 月１９日、昨年同様「横浜スパークリングトワイ
ライト２0１４」の花火鑑賞並びにパーティでした。恒
例の豪華賞品大抽選会、テーブルマジックなどのア
トラクションを正会員・OB会員家族を含む総勢１２0
名近くで素晴らしいひと時を過ごしました。

定例会 ２

　１0月 ９ 日、正会員・OB会員を合わせ３0名あまり
で「時代を捉える企業のあり方～特化した技術の強
み～」をテーマに、横浜市内で操業する ２ 社を工場
見学しました。市内で６0年以上操業する企業を見て
会員それぞれ多くの刺激を受けました。最後に、 

（株）総合車両製作所様ならびに（株）山喜様には一方
ならぬご協力をいただきました。感謝申し上げます。

大都市青年経営者交流研究大会

　１１月 ７ 日～ ８ 日、大都市青年経営者交流研究大会
がヒルトン大阪にて開催され、当会より正会員・
OB会員合わせ２１名が参加しました。今回は第５0回
記念大会ということで、 ７ 大都市に加えて東北地方
みやぎ工業会からも参加者があり一段と盛況でした。

定例会 ３
　１１月１８日、正会員・OB会員を合わせ２0名あまり
で「横浜企業の経営スタイル～知っているようで知
らないこと～」をテーマに（公財）横浜企業経営支援
財団（IDEC）様より情報提供をいただきました。 
我々が日々経営する中で直面する課題について 
IDEC様より提供可能なサービスについて改めて紹
介いただき、いくつかの事業はなかなか魅力的に感
じました。

新 入 会 員 紹 介
氏名 社名（業種） 会社住所・連絡先

今津 太郎氏 阿蘇工業 株式会社
（自動車部品羽布研磨業）

泉区岡津町 ２２５９
TEL/FAX: ８１１-0２７８/８１１-５９0７ http://www.aso-kk.co.jp

落合 正浩氏 景泉機器 株式会社
（油圧シリンダ製造）

横浜市金沢区福浦 １-４-４
TEL/FAX: ７８３-５５５８/７８３-５５７８

鈴木 瑞貴氏 株式会社 オースズ
（プレス加工、部品組立）

港北区新吉田町２１８
TEL/FAX: ５９２-４５１１/５９２-３９１２ http://www.ohsuzu.co.jp

田中 秀一氏 メルビック電工 株式会社
（電気工事業）

神奈川区新子安１-３４-３
TEL/FAX: ４３４-１８８６/４３１-２５３３ http://www.melvic.co.jp

中村 謙太郎氏 株式会社 中村製作所
（自動車部品製造業）

磯子区栗木 ３-３５-３0
TEL/FAX: ７７１-２５７１/７７１-２５７0 http://www.nakamurass.co.jp

平出 晴久氏 ゴールデン文具 株式会社
（文具・事務・OA機器販売）

中区桜木町 １-１ 桜木町ぴおシティ ３F
TEL/FAX: ２0１-７１１８/２0１-２0３９ http://www.golden.co.jp

森川 吉孝氏 有限会社 サンテック
（金属部品加工業）

金沢区鳥浜町 １４-９
TEL/FAX: ７７４-１７１１/７７４-0９５0 http://www.yu-suntec.co.jp
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市工連第11回ボウリング大会開催される！

（一社）横浜北工業会・合同チーム優勝
平成２６年１１月２１日（金）１９時より、「新杉田ボウル」に

おいて第１１回市工連ボウリング大会が開催されました。
榎本市工連会長より開会の挨拶をいただき、各自

練習のあと、前年個人 １ 位の成績を収められた、イ
ワハシ技建株式会社 岩橋幸城様（港南区工業会）
が始球式を行い、白熱したゲームが行われました。

地域工業会から選出された１７チーム５１名が参加し

て行われたこの大会は、（一社）横浜北工業会より参
加された、株式会社互省製作所・株式会社宮川製作
所の合同チームが１,0６９点で優秀チーム賞に輝きま
した。榎本会長、磯子事業会、戸塚泉栄工業会から
様々な賞品の提供をいただき、表彰式で榎本会長よ
り皆様に授与されました。

主な成績は下記のとおりです。

第11回ボウリング大会成績

各　賞 トータル
点数 工業会名 参加者（敬称略）

優勝
（市工連会長杯賞） １,0６９ （一社）横浜北工業会

株式会社互省製作所　
　橋谷田裕司

株式会社宮川製作所　
　諏訪真則、兼平英史

第 ２ 位 １,0４0 港南区工業会 イワハシ技建株式会社
　岩橋幸城、岩橋洋子、川上広隆

第 ３ 位 １,0３１ 鶴見区工業会 東洋製罐株式会社　横浜工場
　鈴木秀、吉岡保、大原智明

最優秀個人賞 ４１４ （一社）横浜北工業会 株式会社宮川製作所　
　諏訪真則

ブービー
（第１６位） ７３１ 横浜西部工業会

株式会社金原
　畑　一夫、縫島清和

株式会社協和輸送
　前田誠
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新入社員には、企業で仕事をするための心構えをしっかりと持ってもらわなくてはなりません。市工連「新
入社員合同研修」では、座学研修（マナー研修、名刺交換、電話応対、報連相、異世代コミュニケーション、
グループ討議等）や帆船日本丸でなければできない、体験研修（登檣訓練、カッター訓練等）を通してチー
ムワークの重要性や協調性、チャレンジ精神なども養います。

企業人としての自覚と責任感を引き出し組織の新しい力を育てます。ぜひご参加をご検討ください。

１ 　日　　時：平成２７年 ４ 月 ９ 日（木）～ ４ 月１0日（金）　 １ 泊 ２ 日
２ 　会　　場：帆船日本丸・研修センター（横浜市西区みなとみらい２－１－１）
３ 　定　　員：５６名（先着順）
４ 　受　講　料：市工連・工業会会員企業　３0,000円（参加 １ 名につき、税込み）

　　　　　　※工業会会員外企業の方は、お問い合せください。
５ 　講　　師：帆船日本丸船長　山本訓三 氏（予定）他
６ 　お申込み＆お問い合せ： （一社）横浜市工業会連合会（担当）斎藤 

TEL 0４５－６７１－７0５１　FAX 0４５－６７１－７３２１ 
e-mail：soumu４@y-shikouren.or.jp

参加申込書は、市工連HP（http://www.y-shikouren.or.jp）からダウンロードできます。後日詳細資料をご送付いたします。

平成２５年度（H２５/４～H２６／３）の当基金の概況を報告します。
加入設立事業所は７４社、加入員数は４１５７名、年金受給者の方は１４７７名となり、年金・一時金をあわせて約

３ 億９９８９万円をお支払いたしました。
また、年金資産の運用は、アベノミクスによる円高是正や株価の大幅な上昇により、年度後半にかけて運

用環境が好転し、時価ベース利回りは７．９８％となりました。
ところで、厚生年金基金制度に関する改正法が昨年 ４ 月 １ 日から施行されました。当基金におきましては、

基金制度の今後の選択肢について慎重に検討を行っているところです。今後とも当基金の置かれている状況
や方針について、お伝えしてまいります。

本年度も引続き皆様のご理解とご支援を頂きながら、当基金も頑張って参りますので、宜しくお願い申し
上げます。
 平成２７年 １ 月　横浜市工業厚生年金基金

基金は、年 ３ 回「基金ニュース」発刊するとともに、ホームページに概況を掲載させて頂いております。
【アドレス; http://www.yokohamasikougyou-kikin.or.jp/】

平成２７年度「新入社員合同研修」のご案内

横浜市工業厚生年金基金概況について








